
３
月
11
日
、
三
月
定
例
会
議
で
、
三
度
目
の
質

問
に
立
ち
ま
し
た
。 

今
回
は
年
度
末
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
昨
年
９

月
、
初
め
て
の
定
例
会
議
で
の
一
般
質
問
で
取
り

上
げ
た
介
護
の
問
題
や
障
が
い
者
計
画
の
内
容

に
つ
い
て
、
再
確
認
の
質
問
を
し
ま
し
た
。 

 

折
し
も
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
13
年
を
迎
え
た

こ
の
日
、
今
年
１
月
１
日
に
起
き
た
能
登
半
島
地

震
に
も
関
連
す
る
内
容
と
し
て
、「
災
害
時
に
対

す
る
安
全
・
安
心
」
に
向
け
て
今
一
度
見
直
す
べ

き
点
を
質
問
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
本
市
に
お
い
て
高
齢
者
の
暮
ら
し
を
支

え
る
大
き
な
柱
で
あ
る
、
75
歳
以
上
を
対
象
と

し
た
「
も
も
り
ん
シ
ル
バ
ー
パ
ス
ポ
ー
ト
」
の
見

直
し
案
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
「
現
行

の
制
度
を
残
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
切
実
な
声
が

た
く
さ
ん
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
生
の

声
を
強
く
訴
え
て
き
ま
し
た
。 

将
来
に
わ
た
っ
て
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住
み

良
い
福
島
市
で
あ
る
た
め
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
の

声
に
寄
り
添
い
、
応
え
て
い
け
る
よ
う
、
今
後
と

も
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。 
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ゆみこの
３
月
９
日
（
土
）
、
小
倉
寺
町
会
「
春
の
交
流
会
」
に
参
加
し
、

ご
近
所
の
皆
さ
ん
と
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。 

私
も
会
員
に
な
っ
て
い
る
歌
の
会
や
、
千
寿
会
、
女
性
部
の

三
浦
由
美
子 

３
月
24
日
（
日
）、
Ｉ
（
ア

イ
）
女
性
会
議
福
島
県
本
部

の
学
習
会
に
参
加
し
、
講
師

の
池
田
芳
江
さ
ん
（
前
退
職

女
性
教
職
員
あ
け
ぼ
の
会
会

長
）
よ
り
、「
私
が
伝
え
た
い

『
女
・
子
ど
も
・
平
和
』
の
こ

と
」
を
テ
ー
マ
に
、
た
く
さ
ん

の
興
味
深
い
お
話
を
う
か
が

い
ま
し
た
。 

こ
の
中
で
、「
私
た
ち
は
主

権
者
だ
」
と
い
う
言
葉
が
強

く
印
象
に
残
り
ま
し
た
。 

政
治
家
を
選
ん
で
い
る
の

は
私
た
ち
で
、
政
治
を
変
え

る
の
も
私
た
ち
。
そ
の
私
た

ち
が
政
治
に
無
関
心
で
い
る

こ
と
が
様
々
な
問
題
に
繋
が

っ
て
い
ま
す
。
他
人
事
で
な

く
、「
自
分
ご
と
」
と
し
て
関

心
を
持
っ
て
、
ま
ず
話
す
こ

と
か
ら
始
め
て
い
く
こ
と
、

そ
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
本

当
の
こ
と
を
伝
え
ら
れ
る
社

会
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
、

と
い
う
言
葉
に
感
銘
を
受
け

ま
し
た
。 

楽
し
か
っ
た
！
小
倉
寺
町
会
「
春
の
交
流
会
」 

方
々
で
の
合
同

イ
ベ
ン
ト
で
、

コ
ロ
ナ
を
経
て

５
年
ぶ
り
の
開

催
と
は
思
え
な

い
ほ
ど
、
歌
や

ゲ
ー
ム
で
大
変

盛
り
上
が
り
ま

し
た
。 

 

現在、ジャイカボランティアで、フィジー国シナヌ町役場

に勤務している友人、古川仁さんから、３月７日・８日に行

われた「女性エキスポ」（見本市）のレポートが届

きました。 

このエキスポは、3•8国際女性デーのイベント

の一環として、フィジー女性起業家の才能を称えて

開かれたもので、政府が国家行動計画を通じて「女

性のエンパワーメント」を積極的に後押しし、女性

の経済的地位向上を促す気運が高まっているそう

です。 

フィジーの

女性たちのい

きいきとした

笑顔がすばら

しいですね！ 

─女性会議の「学習会」─ 

先輩の言葉に力をもらう 
 

原発のない福島を！県民大集会 

3 月 16 日（土）、全国から 1,200 人が

集まって、パルセ飯坂で「原発のない福島

を！県民大集会」が開催され、原発事故を再

び起こさないため、事故を風化させてはな

らないとの思いを新たにしました。 

 

フィジーからのお便り 
最初に手話を交えてごあいさつ。 

「皆さん、お疲れさまです。三浦由美子です。一

人会派ではございますけれども、社民党に所属す

る議員の立場から質問させていただきます」 

人
に
よ
り
そ
い
、
未
来
に
つ
な
ぐ 

市
民
の
声
が
届
く
市
政
め
ざ
し 

3 月 11 日、午後 2 時 46 分 

東日本大震災から 13 年を迎えた 3 月 11 日、地震が起

きた午後 2 時 46 分、三浦由美子の質問を一時中断し、議

員、傍聴者全員で 1 分間の黙とうが捧げられました。 

 地震、津波、そして原発の過酷事故に見舞われた福島は、

「くらしの安心・安全」は普通にそこにあるものではなく

不断の努力が大切であることを学びました。 

それが、「安心・安全な福島」を追求する三浦由美子の原

点です。 

3月 11日、3月定例会議で 3度目の質問に立ちました。 

この間、「デジタルクーポン」に関する質疑の中で強く感じ

た「誰一人、取り残されることのない社会」という視点を持ち

ながら、障がい者・高齢者福祉を中心に、市民生活に大きく関

わる 6つのテーマについて質問してきました。 



0 ま 

 

新聞を読みおどろいています。 

私はバスを利用して、1 回乗ると 700

円必要です。趣味、アオウゼの講座、そ

の他、健康講座などに積極的に参加し、

ボケ防止に務めています。 

今はとても助かっています。年間２万

円になってしまっては、家にひきこも

り、足腰も弱くなり、頭もボケそうです。 

運転できない人はバスに頼るしかな

いのです。もう一度、市民の声に耳をか

たむけ、ぜひ検討をお願いしたいと思い

ます。 

市民の声（Aさん） 

ゆみこの

市は「もももん シルバーパスポート」につ

いて、利用者が約３割で、中には一人で年

間 67万円という多額の利用者がおん、税

負担の在ん方に疑問が生じた、との理由

で、現在の上限無しから上限額を設け、タ

クシー利用の併用を加え、年間 2万円（公

共交通１万・タクシー１万）までとする見

直し案を提案してきました▶この「もももん

 シルバーパスポート見直し案」について

は他の議員からも質問があん、例えば、も郊

外の病院に行くだけで往復 2000円かかる

高齢者にとって、上限額２万円では、月に

１回分の補助にしかならないのでは」との

質問に対して市当局はも致し方ない」とい

うだけで、何の改善策も出されていませ 

▶買い物や通院以外にも、習い事や友人と

の外出などに利用してきた方は、健康のた

めに外出を減らさざるを得なくなったん、

社会参加の機会を奪われることにならな

いか危惧されます▶高齢者が運転免許証

を返納する際の公共交通の果たす役割や、

公共交通の不便な地域にお住いの高齢者

に対する行政のフォローのあん方、さらに

は高齢者の健康や「も安心・安全」など多角

的な検証が求められていると思います▶

また、タクシー併用案については一定の評

価はできるものの、タクシー利用の際には

もマイナンバーカード」が必要で、ゆくゆ

くは公共バスでもマイナンバーカードを

使うことを考えているとのこと▶私が所

属している建設水道常任委員会でも、も高

齢者にマイナンバーカードを常時携帯さ

せるのは問題があるのではないか」との意

見も出ています▶マイナンバーカードは

任意である上、今までも個人情報の漏洩や

口座との紐付けによるトラブルが問題に

なっておん、マイナンバーカード利用につ

いては慎重に考える必要があるのではな

いでしょうか▶今回、もももん シルバー

パスポート見直し案」の質疑の中で、市か

らも公平・公正」という言葉が何度も出て

きました▶利用者に制限をかけることが

果たして公平なのか、必要な人に必要な措

置を講ずることは不平等なのか、疑問に思

うのは私だけでしょうか▶昨年 11月に行

ったもデジタルクーポン」のように、“利用

できる人と、できない人”を生み出す施策

にならないよう、今一度、市民の声をしっ

かん聞いてほしいと思います。 

 

3月 4日、も高齢者の運賃補助見直しへ─上

限年間2万円に」との新聞報道がされてから、

も何としてもこの制度を残してほしい」という

多くの声が寄せられています。時間の都合でそ

の中から3人の市民の声を紹介し、もももん 

シルバーパスポート」が高齢者の心身の健康、

明るい生活に欠かせないことを訴えるととも

に、今回の見直しの理由を質問しました。 

これに対し、都市政策部長から、外出機会の

増加でフレイル予防に一定の成果があったと

する一方、公共交通が利用しにくい地域では利

用率も低く、高齢者の運転免許証の返納につな

がっていないとの認識が示されました。 

また、木幡市長からは、現行では公共交通の

不便な地域の高齢者は利用しにくく、タクシー

利用を追加して全ての地域で利用しやすいも公

平・公正な制度にしたい」、バス・電車が無料

でタクシーだけ上限を設ければ、それもも公平・

公正ではない」、また、一人で多額の利用をし

■「質問項目「■ 

1「障がい者のスポーツ参加等について 

（1）障がい者の方々のスポーツ参加について 

（2）2025年デフリンピック開催について 

2「ももん シルバーパスポートについて 

3「福島駅東口のまちづくんの将来構想について 

4「デジタルクーポンの結果について 

5「高齢者福祉の充実・課題について 

6「障がい者計画の質的強化について 

75 歳以上の方々へのももも

ん シルバーパスポート」に上

限額を設けるという見直し案

に不安を抱えている方々を中

心に、今回の一般質問には 25

人の市民が傍聴に足を運 で

くださいました。 

高齢者の健康な日常や社会

参加の機会を狭めることのな

いよう、市民の皆さ の声を市

政に伝え、市の施策につなげて

いきます。 

障がい者のスポーツ参加等に

ついては、昨年の「もくくしまシテ

ィハーフマラソン」で途中棄権

した聴覚障がい者が送迎バスに

乗れず取ん残されるという残念

な出来事を踏まえ、健常者、障が

い者がともに参加できるスポー

ツ大会の運営や現状などについ

て意見を含め、質問しました。 

また、来年11月、日本で初めて開催される、ろう者のためのオリンピックもデフリン

ピック」について、福島県では J ヴィレッジでサッカー競技が実施されることから、デ

フリンピックの認知度を高め、大会をともに盛ん上げる取ん組みについて質問しました。 

これに対し、市民文化・スポーツ部長から、共生社会の推進する立場から誰もが参加で

きるスポーツ機会の創出に取ん組む姿勢が示され、手話通訳の配置など、障がい者の参

加を想定したさまざまなサポート体制について答弁があんました。 

また、もデフリンピック」についても、機会を捉えて大会の周知と気運の醸成に努める

ここと、デフリンピックの詳細な情報の把握につとめ、特に合宿などのイベントに合わ

せて市民との交流の場を作るなどの取ん組みを進めるとの答弁があんました。 

75 歳以上の高齢者が無料で
公共交通を利用できるももも
ん シルバーパスポート」 

ている人の例を挙げ、市の財政を圧迫している

現状も含め税負担のあん方としてもいかがなも

のか」といった答弁があんました。 

これに対し、高齢者の社会参加と公共交通の

利用促進という創設目的を思い起こすととも

に、寄せられている市民の切実な声を受け止め

て、見直しの再検討を改めて強く求めました。 

駅東口の再開発について、市民の意見が反

映されるよう進めてほしいとの思いで検討過

程について質問しました。 

これに対し、都市政策部長から経過の説明

と、市長からは検討会では概ねコンベンショ

ンホール（B 案）で進 でいるが、これに縛

られず幅広く市民の皆さ の意見を伺い、6

月議会を目途に決定していきたいとの答弁が

あんました。 

災害時に障がい者が取ん残されること

のないよう、7.2％にとどまっている個別

避難計画の急ピッチな展開が求められて

いることについて、健康福祉部長よん、プ

ラン作成は障がいの重度によん個別に作

成するので時間を要するが、早急に作成す

べきと考えているとの答弁があんました。 

デジタルクーポンの利用率は 43％で、紙

のクーポン 80％の約半分であったことにつ

いての評価を質問し、商工観光部長よん、「も今

後もデジタル化を推進ながら、苦手な方にも

丁寧に対応したい」との答弁があんました。 

デジタル機器の購入や操作が困難な市民も

少なくないことから、誰ひとん残さない対応

を求めました。 

 高齢者を支える地域体制の中核を担う地域

包括センターへの市の支援体制、また在宅介

護を支える訪問介護事業の国の基本報酬引き

下げによん、介護の現場が人手不足に陥んか

ねない事態について、市の所見を伺いました。 

これに対し、健康福祉部長よん、地域ケア

会議に市も加わん共通課題を把握するなど、

地域体制づくんに努めているとの答弁があん

ました。また、基本報酬引き下げ問題は状況

を見て問題がある場合には国に申し入れるな

ど対応するとの答弁があんました。 


